
個票

個票

）

①

1_1_2 結婚希望者の出会いの機会づくりを目的としたイベント・スキルアップセミナー

個 別 事 業 名 セミナー付き婚活イベント及び世話人研修
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

新規

（市町村分）

事 業 メ ニ ュ ー 地域結婚支援重点推進事業

区 分 一般メニュー

自治体名 山鹿市

地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書（令和４年度第２次補正）

(都道府県：

※（注）３

個
別
事
業
の
内
容

番号 項目

別紙様式第１　様式2-1

本事業により世話人のスキル向上が図られるため、現在の結婚観に沿ったアドバイスを行うことが可能となり、婚活等で悩んでいる結婚希
望者を支援できる体制を継続していく。

【次年度以降に向けた事業の方向性】

熊本県

結婚支援事業（や
まが肝いりどん）
（婚活イベント）

年度

関 連 事 業 メ ニ ュ ー

自治体における少子化
対策の全体像及びその
中での本個別事業の位
置付け
※（注）２

（地域における実情と課題及び本個別事業の位置付け ）

本事業の担当部局名 市民部地域生活課

実施期間 交付決定日 ～ 令和6年3月31日 事業開始年度

1
結婚支援事業（や
まが肝いりどん）
（世話人）

対象経費支出予定額
※（注）１ 176,000 円

2

KPI
設定

ステップ
アップ

担当制で登録者に世話人が付き、出会いの場を醸成したり、婚活等の相談に対応している。
①世話人研修は以下内容で実施
1回実施し、本市の結婚支援事業の世話人（１８名）を対象とする。
【研修内容】
・結婚観の移り変わり
・プロ目線での結婚希望者に対する後押しの方法

②婚活イベント参加者（８割以上が条件）に対しては、自己スキルアップ（身だしなみ・コミュニ
ケーション等の改善）を図ることで、イベント成立率を高める。
　なお、イベント参加者（８割以上が条件）は①研修を受講した世話人のフォローを受ける体制
とする。
　イベントを２回実施し、男女各１０名（合計２０名）×２回を対象とする。
※なお、対象経費には飲食費や体験料など、交付金対象外経費は含まれていない。

（課題への対応）

婚活の専門家による世話人研修及び結婚希望者に対して自己スキルアップに繋がるセミナー付きの婚活イベントを実
施する。

＜地域における実情と課題＞
本市独自の結婚支援事業（登録者に担当制で結婚支援を行う世話人が在籍し、お見合いの機会を醸成したり、婚活
等の相談に対応。）を行っているが、２～３年の間に入れ替わりがあり、婚活の専門家による研修が行えていない。自
分たちでやり方を考え活発に活動しているが、限界を感じているため、スキルアップ講座を行い、事業のさらなる強化・
磨き上げを図りたい。また、２０、３０、４０代の山鹿市民の結婚に対する意識改善と自己のスキルアップ（身だしなみ・
コミュニケーション等の改善）を図ることで婚活・結婚に対するハードルを低くし、一歩を踏み出すきっかけを用意した
い。

＜本個別事業の位置付け＞
本市の総合戦略基本目標Ⅱ「明日の幸せを語れる暮らしをつくる」に掲げられているとおり、市民一人ひとりが将来に
対する夢や希望、明日の暮らしを明るく語れる地域社会の構築を目指し、結婚や出産、子育て環境の充実を図ること
で少子化対策に資する取組として実施。なお、本事業は結婚を希望する方への支援に位置づけられる。

（本個別事業における現状と課題）

内容

○



【事業内容を検討する上で参考とした既存事業】

無

単位 目標値 現状値

山鹿市結婚支援事業登録者総数（令和７年度） 人 650 586(令和4年度）

KPI項目 単位 目標値 現状値

参考指標
※（注）５

項目 単位 直近の実績

合計特殊出生率 1.64（2013年度）
婚姻件数 件 175（令和3年度）
婚姻率

少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標　※（注）４

KPI項目

世話人数 人 20 18（令和4年度）

年間お見合い数 人 170 152（令和4年度）

〈アウトカム〉

山鹿市結婚支援事業登録者間成婚者総数（令和７年度） 人 40 35（令和4年度）

〈アウトプット〉

世話人研修受講者のうち、活動に活かせると回答した人の割合 ％ 100 0

セミナー付き婚活イベントの参加者のうち、参加して良かったと回答
した人の割合（満足度） ％ 80 0

他自治体との連携・役割
分担の考え方及び具体

的方法　※（注）７

本事業の実施にあたっては、県又は他市町村との連携について協議しながら進めていく。

民間事業者との連携・役
割分担の考え方及び具

体的方法　※（注）８

県の「よかボス」登録企業・団体または「まちのよかボス」への情報提供により連携。

個別事業の重要業績評
価指標(KPI)及び定量的

成果目標　※（注）６


